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Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
頂
き
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

っ
て
活
動
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世

界
中
で
猛
威
を
振
る
っ
て
か
ら
約
３
年
。

よ
う
や
く
終
息
の
兆
し
が
見
え
て
き
ま

し
た
。
こ
の
間
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
も
の

が
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
我
々
の
価
値

観
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
変
化
に
対

し
て
大
人
が
戸
惑
い
を
見
せ
る
中
、
こ
ど

も
達
の
方
が
よ
く
順
応
し
て
い
た
と
感

じ
ま
し
た
。
た
だ
、
学
生
時
代
の
３
年
間

は
こ
ど
も
の
成
長
過
程
に
お
い
て
と
て

も
重
要
で
、
大
切
な
時
間
だ
と
い
う
事
を

考
え
る
と
、
も
っ
と
多
く
の
経
験
を
さ
せ

て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
よ
り
良
い

方
法
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
保
護

者
と
し
て
、
社
会
の
大
人
と
し
て
の
悔
い

が
残
り
ま
す
。
子
供
た
ち
に
は
、
こ
の
困

難
な
時
代
を
乗
り
越
え
た
貴
重
な
経
験

を
活
か
し
て
、
成
長
し
て
欲
し
い
と
願
い

ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
振
り
返
っ
て
も
、
本
校

に
お
い
て
は
こ
の
３
年
間
は
活
動
が
ほ

ぼ
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
供
た
ち
の
支

援
活
動
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
会
員
の
交

流
、
研
修
事
業
が
出
来
ず
、
代
々
引
き
継

い
で
き
た
活
動
の
流
れ
が
途
切
れ
て
し

ま
い
残
念
で
す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、

全
道
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
危
惧
さ
れ
て
お
り
、

改
め
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
意
義
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。

令
和
５
年
６
月
９
日
、

日
に
は
全

１０

道
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
後
志
大

会
が
小
樽
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
校
が

当
番
校
と
な
っ
て
お
り
、
会
員
の
皆
様
の

多
大
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
全
道
大

会
は
、
リ
モ
ー
ト
開
催
で
し
た
。
参
集
に

よ
る
開
催
と
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
開
催
の

良
い
部
分
を
組
み
合
わ
せ
た
、
真
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
開
催
と
な
る
よ
う
に
、
ま
た
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
意
義
、
今
後
の
在
り
方
を

確
認
で
き
る
大
会
と
な
る
よ
う
に
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
私
は
全
道
大
会
に
係
わ
る
関

係
上
、
あ
と
１
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
が
、
本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
は

顧
問
の
立
場
と
な
り
ま
す
。
で
き
る
限
り

の
協
力
は
惜
し
み
ま
せ
ん
が
、
会
長
の
大

役
を
退
く
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
、
関

係
各
位
の
皆
様
に
感
謝
と
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

今
年
度
も
終
わ
り
の
時
期
を
迎
え
ま
し

た
。
感
染
症
対
策
の
た
め
制
限
は
あ
り
ま
し

た
が
、
教
育
活
動
を
ほ
ぼ
予
定
通
り
に
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
様

の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
関
連
の
活
動
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

保
護
者
同
士
が
交
流
す
る
機
会
を
思
う
よ

う
に
設
定
で
き
な
い
状
況
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
次
年
度
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
報
告
と
紹
介

を
し
ま
す
。
高
Ｐ
連
後
志
支
部
の
教
育
講
演

会
に
つ
い
て
で
す
。
こ
の
会
は

月
４
日
に
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第
一
会
館
（
倶
知
安
）
を
会
場
に
管
内
各
高

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
等

名
が
参
加
し
行
わ

４０

れ
ま
し
た
。
本
校
役
員
の
皆
さ
ん
に
は
運

営
・
進
行
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
師

は
前
田
沙
理
さ
ん
（
本
校
出
身

バ
イ
ア
ス

ロ
ン
で
北
京
・
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
）
と
お
父
さ
ん
の
古
谷
眞
司
さ
ん
（
本
校

同
窓
会
長
）
で
、
テ
ー
マ
は
「
親
子
ト
ー
ク

『
今
あ
る
自
分
に
し
た
分
岐
点
』
」
で
し
た
。

前
田
さ
ん
は
競
技
を
主
軸
に
、
こ
れ
ま
で
の

自
分
を
振
り
返
り
、
成
長
の
跡
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
講
演
後
に
前
田
さ
ん
か
ら
感
想

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
「
自
身
の
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
振
り
返
り
改
め
て
様
々

な
経
験
を
し
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
そ
の
経
験
が
私
の
人
生
を
豊
か
に
し
て

く
れ
て
い
ま
す
し
、
今
の
私
の
強
み
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

何
か
を
す
る
と
き
に
は
、
そ
れ
が
で
き
る
環

境
が
あ
る
こ
と
、
見
守
っ
て
く
れ
た
方
々
が

い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
私

が
与
え
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
父
の
あ
の
時
こ
う
思
っ
て
い
た
、
と
い

う
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
新
鮮
で
し
た
。
」

講
演
を
聞
き
終
え
て
、
私
の
印
象
に
残
っ
た

の
は
、
「
前
田
さ
ん
の
ま
っ
す
ぐ
な
生
き

方
・
勢
い
」
と
そ
れ
を
支
え
る
「
親
の
包
容

力
と
覚
悟
」
で
し
た
。
時
間
が
た
っ
た
今
だ

か
ら
話
せ
る
親
子
ト
ー
ク
に
会
場
が
引
き

込
ま
れ
、
盛
会
に
終
わ
り
ま
し
た
。
本
校
は

高
Ｐ
連
後
志
支
部
の
事
務
局
を
今
年
度
と

次
年
度
担
当
し
て
い
ま
す
。
次
年
度
も
講
演

会
を
実
施
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
け
れ
ば
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
保
護
者
の
皆
様
に
お
願
い
が
あ

り
ま
す
。
各
支
部
の
総
会
で
森
会
長
が
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
よ
う
に
、
次
年
度
は
全
道
高

Ｐ
連
後
志
大
会
（
６
月
９
日
全
体
講
演
会
、

日
分
科
会
）
の
事
務
局
・
当
番
校
が
倶
知

10安
高
校
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
小
樽
市
を
会

場
に
千
人
を
超
え
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が
全
道

か
ら
集
ま
り
ま
す
。
後
志
支
部
の
各
高
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
仕
事
を
分
担
し
な
が
ら
運
営
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
校
と
し
ま
し
て

も
、
保
護
者
の
皆
様
に
力
を
お
借
り
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ご
協
力
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

「
次
年
度
に
向
け
て
」校

長

谷

川

敬

一
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離
任
者
紹
介

こ
の
度
、

名
の
教
職
員
が
本
校
を

10

離
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
新
天
地

で
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

◆
高
橋

康

教
頭

中
標
津
高
校
へ

◆
湊
屋

敦

教
諭

英
語
科

倶
知
安
農
業
高
校
へ

◆
長
谷
川

多
栄
子

教
諭

英
語
科

札
幌
英
藍
高
校
へ

◆
児
玉

春
彦

教
諭

理
科
札
幌
丘
珠
高
校
へ

◆
七
島

貫

教
諭

英
語
科

大
麻
高
校
へ

◆
宮
田

志
明

教
諭

数
学
科

江
別
高
校
へ

◆
吉
田

あ
ゆ
み

教
諭

地
歴
・
公
民

転
出(

行
政
へ
）

◆
河
辺

翔

地
歴
・
公
民

退

職

◆
渡
部

洋
也

事
務
長

新
十
津
川
農
業
高
校
へ

◆
石
橋

洋
美

事
務
長

寿
都
高
校
へ

卒業式

3月１日 １２２名の３年生が保護者、来賓、教職員、生徒会長に見送られ巣立っていきました。
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国公立大学 １3名
北海道教育大学函館校、弘前大学、小樽商科大学(４名)、室蘭工業大学(３名)、札幌市立大

学、名寄市立大学、公立小松大学、高崎経済大学

私 立 大 学 ５7名

北海学園大学(１４名)、北星学園大学(２名)、北海道千歳リハビリテーション大学、北海道

医療大学、北海道情報大学(４名)、札幌学院大学(５名)、札幌国際大学、酪農学園大学、北

海道文教大学(４名)、札幌保健医療大学、札幌大学(６名)、星槎道都大学、北翔大学、藤女

子大学、関西大学、芝浦工業大学、工学院大学(２名)、神戸女子大学、大阪樟蔭女子大学、

追手門学院大学(３名)、帝京平成大学、東京工科大学、平成国際大学、立命館大学、大東

文化大学

短 期 大 学 ４名 北海道武蔵女子短期大学(２名)、札幌国際大学短期大学部、札幌大谷大学短期大学部

看 護 学 校 ４名
小樽市立高等看護学院、中村記念病院附属看護学校、JA厚生連旭川厚生看護専門学校、三

草会札幌看護専門学校

専 門 学 校 ４７名

日本航空大学校、北海道理容美容専門学校、吉田学園医療歯科専門学校(３名)、吉田学園動

物看護専門学校、経専調理製菓専門学校、経専北海道保育専門学校、光塩学園調理製菓専門

学校、札幌スイーツ&カフェ専門学校、札幌スポーツ＆メディカル専門学校(５名)、札幌ビ

ューティーアート専門学校、札幌ブライダル&ホテル観光専門学校(３名)、札幌マンガ・ア

ニメ&声優専門学校、札幌医療リハビリ専門学校(２名)、札幌医療秘書福祉専門学校、札幌

観光ブライダル・製菓専門学校、専門学校札幌デザイナー学院(３名)、大原法律公務員専門

学校(２名)、専門学校北海道リハビリテーション大学校、北海道医薬専門学校(３名)、北海

道介護福祉学校、札幌看護医療専門学校、北海道歯科衛生士専門学校、北海道美容専門学校

(２名)、北海道立函館高等技術専門学院、北海道立札幌高等技術専門学校(４名)、北海道職

業能力開発大学校(４名)

就 職 ４名 野口観光株式会社、株式会社高橋牧場、株式会社佐藤農場、有限会社北都運送

公 務 員 ９名
国家公務員一般事務(３名)、北海道職員、倶知安町役場、京極町役場、共和町役場、黒松内

町役場、留寿都村役場

●電話相談
０１２０－３８８２－５６ （無料、24 時間対応）

●メール相談
doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp

※急ぎの場合は電話相談を利用してください。

●来所相談
子ども相談支援センター

札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館８階
※上記の電話相談で予約してください。

（10～16時、土日・祝日、年末年始はお休みです。）

いじめや不登校、体罰などの学校教育に

関する悩み、子育て、しつけなど家庭教

育に関する悩みなど相談してください。

3月9日現在
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編

集

後

記

本
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
発
行
を
も
っ
て

今
年
度
の
全
業
務
が
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
一
年
間
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

次
年
度
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
度

本
部
役
員

顧

問

会

長

副

会

長

副

〃

長

副

〃
長

〃〃

監

事
〃

理

事
〃〃〃〃

事
務
局
長

会

計

事

務

局

小

澤

修

森

禎

樹

片

平

結

香

柿

崎

慎

二

酒

井

一

康

丸

田

修

史

谷

川

敬

一

池

田

康

季

松

田

希

高

田

直

紀

赤

木

洋

一

遠

藤

涼

子

滝

澤

友

宏

髙

橋

伸

次

高

橋

康

渡

部

洋

也

児

玉

春

彦

渋

井

美
和
子

田

村

幸

人

本

間

詳
理
子

大

川

恵

今

井

秀

駿

佐

藤

律

子

スキー部（アルペン） 女子バスケットボール部

ソフトテニス部

男子バレーボール部

女子バレーボール部

卓球部

少林寺拳法部

バドミントン部

剣道部

男子バスケットボール部

北海道高等学校
インドアソフトテニス

選手権大会
個人戦ダブルス  加賀・伊藤ペア　(1回戦敗退)

スキー部（クロスカントリー）

令和4年（2022年）度　部活動大会結果（12月1日～）

国体北海道予選会 男子ＧＳ 19位／41人中　宮﨑 北海道高等学校
バスケットボール新人大会

小樽地区予選会

リーグ　１回戦　　対　小樽双葉　22-118 敗退
リーグ　２回戦　　対　小樽潮陵　48- 85  敗退
      　※小樽桜陽高校、小樽水産高校と
           合同チームで参加

高等学校スキー選手権大会
男子ＧＳ

男子ＳＬ

16位／35人中　宮﨑
 
  3位／35人中　宮﨑

全国高等学校スキー大会 男子ＳＬ 34位／177人中　宮﨑
小樽支部高等学校新人戦

ｲﾝﾄﾞｱｿﾌﾄﾃﾆｽ大会
個人戦ダブルス  第3位　  加賀・伊藤　ペア

後志地区冬季ダブルス大会

第78回国民体育大会
冬季スキー競技会

●10kmフリー
19位　安藤

第18回北海道高等学校
バレーボール新人大会

第35回全国高等学校
選抜スキー大会

令和4年度北海道高等学校
選抜卓球大会

北海道高等学校新人バドミントン大会

女子ダブルスス　槙沢・中川

１回戦　　 対 遺愛女子　２－１
２回戦　　 対 とわの森　 ０－２

第２９回北海道高等学校
少林寺拳法新人大会  兼
第２６回全国高等学校少林寺拳法
選抜大会北海道予選大会

女子規定組演武
女子規定単独演武
女子見習単独演武
女子団体演武

勝野・藤山組　決勝進出
山本　決勝進出
山本　重森　決勝進出
出場

北海道高等学校
バスケットボール新人大会

小樽地区予選会

１回戦
準決勝
3位決定戦

対　小樽未来創造　20- 0 （不戦勝）
対　小樽潮陵　      66-89 （敗退）
対　小樽水産　      77-72 （勝利）（第3位）

＊全道大会出場結果

＊全国大会以上出場結果

●10kmフリー　　 　　　　●１０ｋｍクラシカル　　　  　●リレー　１３位
１２位　安藤　　　 　　　　３０位　安藤　　　　　　　　　　 １走　田村
６２位　細口　　　 　　　　３８位　細口   　　　　　　　　　２走　細口

８３位　田村　　　 　　　　６７位　田村        　　　　　　３走　安藤

　　　　　　　　　　　 　　　７５位　岡田  　　　　　　　　　 ４走　岡田

●１０ｋｍフリー　　　　 　 ●１０ｋｍクラシカル
48位　安藤　　　　　　  　52位　安藤
82位　細口　　　　　　  　57位　細口
89位　田村　　　　　　  　73位　田村

女子ダブルス　　　第３位　 　槙沢・中川
　　　　　　　　　 　　ベスト８　　三浦・波方
男子ダブルス　　　ベスト８　　竹村・小田

北海道高等学校
新人剣道大会

男子団体Ⅱ部　予選リーグ敗退

男子学校対抗戦　出場
男子ダブルス　　　石田・稲田組　出場

１回戦　　　対　市立函館 0－2（敗退）

第18回北海道高等学校
バレーボール新人大会

１回戦　　　対　北見緑陵 1－2(敗退)

第９４回宮様スキー大会国際競技会

●１０ｋｍクラシカル
２位　安藤
３位　細口
４位　田村
５位　岡田

●１5ｋｍクラシカル          ●リレー   優勝
２位　安藤   　　　　　　　　　　１走　田村
３位　田村  　　　　　　　　　 　２走　安藤
４位　細口     　　　　　　　　　３走　細口
　　　　　　　　　　　　　　　　　　４走　岡田

●１０ｋｍフリー
41位　安藤
60位　細口
94位　田村

●１5ｋｍｸﾗｼｶﾙ(ﾏｽ)      ●1.5kmフリー(ｽﾌﾟﾘﾝﾄ)
44位　安藤　    　　　　　　　42位　田村
　　　　　　　　　　　　  　　　  43位　安藤
　　　　　　　　　　　　　　　 　 63位　細口

第75回南・北北海道高等学校
スキー競技選手権大会

令和4年度全国高等学校
総合体育大会

第72回全国高等学校スキー大会


